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《業 種 別 総 括 》 

                          令和4年 4月 

〔漁 業〕 

・ 4月の漁獲量は前年を55㌧上回り､漁獲金額は前年を1億7,900万円下回った｡漁獲量では､定置網

漁(スケソウダラが主体で時サケは少ない)が好調で大幅に増加している(前年比440ｔ､46百万

円増)｡また､カレイ漁も増加している｡タコ､ツブ漁は赤潮の影響で大幅に減少している｡昆布は

漁業者の出荷量少なく､大幅に減少している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 道営ホッカイドウ競馬の2022年シーズンが13日､門別競馬場で開幕した｡新型コロナウイルス下 

で昨年は500人としていた場内の観客数の上限を今季は1,300人に緩和｡ 

・ 中央競馬の第24回中山グランドジャンプ(Ｊ･ＧⅠ､芝4,250㍍)は17日､4歳上9頭が出走して中山

競馬場で行われ､平取町･坂東牧場生産の1番人気､オジュウチョウサンが2年ぶり6度目の優勝を

果たした｡11歳馬によるＪＲＡ重賞制覇は初めて｡ 

・ 新ひだか町内のミニトマト農家や静内ハウス団地で研修を終え､4月から新規就農者として営農

をはじめた2組3人に修了証､新たに新規就農を目指す研修生4組8人に認証状が授与された｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は6億2,400万円で､前年を2億5,400万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は17億600万円で前年を18億7,600万円下回った｡ 

・ 4月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､8件で､前年を8件下回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 新ひだか町三石鳧舞の国道235号線沿いにあるアメリカンダイナー｢DINER G＋｣(ダイナー ジー

プラス)では､地元産のみついし牛を使ったハンバーグやカレーを提供し､居心地の良い雰囲気

の店内で来店客をもてなしている｡メイン料理は､三石ハンバーグと三石ハンバーガー｡ 

〔観光・その他〕 

・ 新冠町の､新冠温泉レ･コードの湯ホテルヒルズは､老朽化した温泉施設･機械設備の改修工事が

終了し､1日からリニューアルオープンした｡運営･サービスの提供は､新たに選ばれた指定管理

者の｢北海道ホテル＆リゾート｣(本社･富良野市)が行っている｡ 

〔雇 用〕 

・ 4月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を18億7,600万円下回り､

町発注工事は前年を2億5,400万円上回った｡建設業は､業者間格差あるが､手持ち工事確保して

いる企業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を55㌧上回り､漁獲金額は前年を1億

7,900万円下回った｡定置網漁が好調で前年比大幅に増加している｡一方､タコ､ツブ漁は､赤潮の

影響で大幅に減少している｡水産加工会社は､地場産の魚介類の水揚減少で影響が出ている｡飲

食業は､まん延防解除後来店客は増加しているが､感染者は増加傾向で厳しい状況が続いている｡ 

個人消費は､外出時間が増え､やや増加傾向にあるが､漁業の不振､燃料の高騰等もあり経済の低

迷が和らぐ兆候は見えずらく､先行きの不透明な状況が続いている｡人の行動規制も無くなり､

ゴールデンウィークを機に､人流の増加､消費の拡大に期待している｡ 
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〔沿岸漁業〕サケ､マス､カレイ､タコ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､ツブ､メヌケ漁等｡ 

総漁獲量1,493㌧・金額 6億6,000万円(前年同月比55㌧増・1億7,900万円減)｡ 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

 底曳網漁…………… 

定置網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ウニ漁……………… 

ナマコ漁…………… 

ホッキ漁…………… 

タラ・スケソウ漁… 

 メヌケ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

    173ｔ ・  41百万円 

552t ・  54百万円 

73ｔ ・  14百万円 

110ｔ ・  97百万円 

73ｔ ・  20百万円 

1ｔ ・   3百万円 

2ｔ ・  10百万円 

43ｔ ・  20百万円 

17ｔ ・   4百万円 

13ｔ ・  22百万円 

191ｔ ・ 316百万円  

245ｔ ・  59百万円 

(前年同月比     23ｔ減 ・  1百万円減) 

(前年同月比    440ｔ増 ・ 46百万円増) 

(前年同月比   48ｔ増 ・  8百万円増) 

(前年同月比    151ｔ減 ・ 59百万円減) 

(前年同月比    149ｔ減 ・ 80百万円減) 

(前年同月比     16ｔ減 ・ 23百万円減) 

(前年同月比      1ｔ減 ・ 10百万円減) 

(前年同月比     32ｔ減 ・  5百万円減) 

(前年同月比    39ｔ減 ・  5百万円減)   

(前年同月比     8ｔ増 ・ 19百万円増) 

(前年同月比     34ｔ減 ・ 62百万円減) 

(前年同月比     4ｔ増 ・  7百万円減) 

   

・ 日高東部沿岸で春の定置網漁が始まり､浦河港では23日､丸十漁業(奥田宗一郎社長)の第38龍幸

丸が､スケソウダラやサクラマスなど約28㌧を初水揚げした｡昨年は太平洋沿岸の赤潮などの影

響で秋サケ漁が記録的不漁に終わっただけに､漁業者からは｢魚が網に入ってくれるだけであり

がたい｣と今後に期待する声が出ている｡日高中央漁協によると､サケ･マス定置網漁は4カ統が

行っており､20日に網入れが始まった｡23日の第38龍幸丸の水揚げは､トキシラズは小ぶりの1

匹のみで､サクラマスは約140匹､スケソウダラが約25㌧と大半を占めた｡ソウハチも約2㌧に達

した｡漁期は7月末まで｡奥田社長は｢昨年の倍近くの水揚げで､初日としては好調｡今のところ､

回遊魚には赤潮の影響は見られないようだ｣と話している｡また､えりも漁協では23日に､冬島支

所でトキシラズやマスなど計340㌔の初水揚げがあった｡漁は5月の大型連休明けに本格化する｡ 

・ 様似町議会は22日､赤潮で大きな被害を受けた漁業支援のため､タコ産卵礁をはじめとする人工

漁礁の設置事業などを進めるよう求める政策提言書を町に提出した｡町内では主要魚種のツブ､

タコなどが赤潮の影響を受けた｡町によるとツブは1～3月の各月の漁獲が､前年は4.4～7.1㌧だ

ったのに対し､今年はほぼゼロ｡一方､タコは前年を下回ったものの回復傾向がみられる｡そのた

め､町議会赤潮被害対策調査特別員会では､国の補助を受けて道が行う水産基盤整備事業を活用

したタコ産卵礁設置の検討が必要との声が上がった｡提言は｢短期間では資源回復が見通せない｣

と指摘し､各漁協や漁業者と調整し漁礁の設置推進を町に求める内容｡ 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 道営ホッカイドウ競馬の2022年シーズンが13日開幕した｡今季は11月10日までの計85日間､全てナ

イターで開催｡昨年は一部期間について競馬場への入場を事前応募制としたが､今年は｢客入りの

具合を見つつ当面の間､事前応募は不要｣としている｡初日は10レースが行われ､751人が来場｡馬券

売上額は5億820万円で､計画を4.6％上回った｡道営競馬の馬券売上額は昨年度､過去最高の522億

円を記録｡今季は439億2千万円を目標にしている｡ 

・ ホッカイドウ競馬の20､21日までの4日間の発売額は､同競馬場を含む道内のＡｉｂａで計21億3,394

万3,280円となり20億円を突破した｡20日が5億７33万6,000円､21日が6億2,653万3,730円を売り上

げた｡また､20日の競馬場入場者は439人､21日は527人だった｡ 

・ 軽種馬育成調教センター(ＢＴＣ)の第40期育成調教技術者養成研修の開講式が18日開かれた｡競

走馬育成のプロを目指す18～34歳の男女25人が､約1年間の研修をスタートさせた｡東京や大阪､福

岡など18都道府県の男性19人と､女性6人｡研修生は寮生活を送りながら､騎乗訓練や厩舎作業､座

学を通じて若馬を育成･調教する技術や知識を学ぶ｡ 

〔農 業〕 

・ 十勝管内広尾町紋別の鈴木牧場は､ＪＡＳ(日本農林規格)の有機認証を得て生産する牛肉をはじ

め材料のすべてがオーガニックの冷凍ハンバーグを､ネットを中心に販売している｡商品は｢十勝

ブランド｣にも認証され､五つ星の評価を受けた｡経営する鈴木敏文さん(39)は｢オーガニック食品

を身近に感じてほしい｣と話している｡鈴木牧場は国内で初めて､生産する生乳､牛肉､鶏卵の3項目

でＪＡＳ有機認証を取得｡輸入飼料は使わず､牛ふん堆肥で育てた牧草のみを家畜に与えている｡

｢生産から流通まで安心なのがオーガニック｣と言い､循環型酪農も実践している｡ハンバーグに使

用しているのは､同牧場のブランド牛｢オーガニックグラスフェットビーフ｣(有機牧草を与えた牛

肉の意味､ホルスタイン雄)｡高タンパクで､赤身のうま味を引き出しているのが特長となっている｡

この他､十勝産の有機タマネギと有機塩こうじを使用し､黒こしょうも有機という徹底ぶり｡ 

〔花き栽培〕 

･ 4月の花き出荷実績は､17万本､金額1,571万円(前年15万本､1,222万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､17億 

600万円で､前年同月比で18億7,600万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和4年4月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 19 0 0 19 446 0 0 446 3 

浦 河 町 0 2 5 7 0 5 32 37 2 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

えりも町 6 0 0 6 29 0 0 29 1 
広 尾 町 3 5 2 10 66 33 13 112 1 

計 28 7 7 42 541 38 45 624 8 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は6億2,400万円となった(前年同月3億7,000万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は4件上回り､金額は2億5,400万円上回った｡ 

・ 4月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は8件で､前年を8件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が440㌧(前年707㌧)で前年比37.8％の減少｡ 

出荷金額は840万円(同1,439万円)で前年比41.6％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材4月の受注は､前年同月比減少している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､本州産が主体｡道内産はゴボウ､ホウレン草､ニラ､長イモ､玉ネギ､生シイタケ等が主体｡

果物は､本州産のミカン､リンゴ､イチゴが出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ えりも町内目黒の食事と休憩所｢森と湖の里･ふれ愛館｣が 18 日にオープンした｡旧目黒小中校

舎の玄関と内部を改装し､水洗トイレを新設｡夏には神秘の湖･豊似湖畔の散策拠点として､秋に

はハートレークで知られる豊似湖上空遊覧ヘリコプターの発着点として多くの観光客が訪れる｡

同館のメニューは地元食材を豊富に使用し､メインは｢鮭フライ定食｣､｢短角牛の味噌ホルモン

定食｣､｢えりもの灯台ツブ入りカレーラス｣など多彩な 7 種｡なかでも航空自衛隊襟裳分屯基地

からの提供メニュー｢えり守空上げ定食｣は､味とボリュームともに満点で来客に好評｡ 

・ 新ひだか町の静内農業高校と町観光協会がコラボし3月30日､インターネット検索大手のヤフ

ーの通販サイトで｢ヤフーショッピング｣を立ち上げた｡農高の生徒たちが実習で作った加工品

などを販売するページを同観光協会と協同で作成し､町の推奨品とセットにし数量限定で販売

している｡生徒が実習で作った｢トマトジュース｣｢南蛮みそ｣と町のブランド米｢万馬券｣｢新ひだ

か推奨品｣を組み合わせてセットにした2種類と｢推奨品｣のセット4種類が各20組限定で販売

している｡この先｢アイスクリーム｣と｢推奨品｣のセットも販売予定｡ 

〔観光・その他〕 

・ 広尾町は､観光案内施設｢サンタの家｣(大丸山森林公園内)の 2021 年度の利用状況をまとめた｡

来館者数は前年度比37.4％増の12,072人､新型コロナウイルス流行前の実績も上回った｡今年

度は夏場の集客にも力を入れ､さらなる増加を目指す｡サンタの家は 21 年度から指定管理者制

度を導入し､町内で障害者グループホームなどを展開するＯ２(オーツ―)に運営を委託｡昨年 9

月の1カ月間は休業してリニューアルを実施｡コーヒーやソフトドリンクの提供も始めた｡前半

の4～9月は休業期間もあって前年度比4割減の1,855人にとどまったが､リニューアルオープ

ン(10月9日)後は急速に回復し､年度後半だけで10,217人が来場した｡ 

・ 浦河観光協会は26日､浦河町西舎のサクラ並木｢優駿さくらロード｣のサクラの開花を宣言した｡

同協会は 29 日から夜桜を楽しむライトアップを開始する｡並木入口からアエル入口まで約 1

㌔区間のライトアップとオバケ桜の公開は5月8日までの予定だが､花の残り具合を見ながら

期間を決める｡ 

・ 新ひだか町のしずない桜まつり実行委員会は25日､｢二十間道路桜並木｣でサクラの開花を確認

した｡過去2番目の早さ｡並木は約7㌔にわたり約2,200本の桜が続く北海道遺産で､日本さく

ら名所100選にも選ばれた｡満開は30日ごろの見込み｡桜まつりは30～5月5日だが､開花に合

わせて､出店の営業は1日早めて29日から行う｡ 

   



５ 

 

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月1件)､負債総額ゼロ(同9億,2,000万円)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月1件)､負債総額ゼロ(同9億,2,000万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は16件(前年同月12件)､負債総額は48億6,500万円(同17億2,800万円)､倒産件 

数は前月比11件減少､前年比で4件の増加となった｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は486件(前年同月477件)､負債総額は812億5,300万円(同840億9,800万円)｡ 

倒産件数は前月比107件減少､前年比で9件の増加となった｡         （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 4月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.55倍で､前年比0.19ポイント上昇、前月比0.21ポイント 

下降した。有効求人数は1,057人で前年比130人増加､前月比で91人減少となった｡有効求職者数 

は683人で前年比2人増加､前月比で30人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.00倍で､ 

前年比0.09ポイント上昇､前月比で0.03ポイントの下降となった｡ 
 
 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 

4／ 2    第54回 ダービー卿チャレンジトロフィー                   （ＧⅢ） 
タイムトゥヘヴン 号         (日高町 オリオンファーム 殿生産） 
 

4／ 9   第65回 阪神牝馬ステークス                               (ＧⅡ) 
      メイショウミモザ 号             （浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
4／16   第24回 中山グランドジャンプ                   （J・ＧⅠ） 
      オジュウチョウサン 号                （平取町 坂東牧場 殿生産） 
 
4／16   第31回 アーリントンカップ                        （ＧⅢ）    

ダノンスコーピオン 号     （新ひだか町 ケイアイファーム 殿生産） 
 
4／24  第53回 マイラーズカップ                           (ＧⅡ) 

          ソウルラッシュ 号                (日高町 下河辺牧場 殿生産) 
 

4／30  第29回 青 葉 賞                            (ＧⅡ) 

        プラダリア 号              (新冠町 オリエント牧場 殿生産) 

 

   競走馬を擬人化した人気アニメ･ゲーム｢ウマ娘｣のファンが､国内有数の馬産地の日高地方に 

  大勢訪れている｡新ひだか町のホテルは3月から､ウマ娘のゲームプレーヤー対象の格安宿泊 

プランを発売し､好評｡浦河町の乗馬観光施設では作品に登場する名馬ウイニングチケット 

に会いに､続々とファンが足を運んでいる｡ウマ娘は往年の名馬を擬人化したキャラクター 

がＧⅠレースなどで勝利を目指す物語｡登場キャラの多くは日高管内産の名馬がモデルで､管 

内の観光関係者は｢昨年夏ごろから若い観光客が増えた｣と話す｡新ひだか町の静内エクリプ 

スホテルでは､18世紀英国の伝説の無敗馬エクリプスの生涯成績18戦18勝にちなみ､ウマ娘の 

ゲームで特定条件を達成して得られる称号｢エクリプス｣を受付で提示すると､1人１拍朝食付 

き1,818円で泊まれる金～日曜限定プランを3月末から4月末まで販売した｡これまで約500人 

が利用するほどの大人気となった｡一方､ウイニングチケットが余生を過ごす浦河町の乗馬観 

光施設｢うらかわ優駿ビレッジアエル｣では､以前まで少なかった若い客が連日訪れている｡大 

半がウイニングチケットに会いに来たという｡同馬のグッズ売上もけた違いに増えている｡ 
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 4 年 4月末現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,652 -91 51 2,431 -30 46 

日 高 町 11,050 -181 84 5,980 -24 78 

新 冠 町 5,193 -136 15 2,750 -17 12 

新 ひ だ か 町 21,216 -358 145 11,486 -39 145 

浦 河 町 11,692 -181 63 6,685 41 110 

様 似 町 4,054 -51 9 2,124 -21 20 

え り も 町 4,356 -118 27 2,073 -42 28 

日高地区合計 62,213 -1,116 394 33,529 -132 439 

広 尾 町 6,282 -153 32 3,226 -38 32 

大 樹 町 5,405 -24 6 2,758 12 3 

日高･十勝地区合計 73,900 -1,293 432 39,513 -158 474 

札 幌 市 1,961,782 -2,192 3,088 1,094,205 7,570 4,403 

江 別 市 119,422 -327 286 59,252 352 340 

石 狩 市 57,931 -286 -48 28,254 -32 23 

北 広 島 市 57,569 -408 3 28,155 87 64 

恵 庭 市 70,166 104 133 34,703 382 134 

千 歳 市 97,504 -222 452 51,125 129 409 

石狩地区合計 2,364,374 -3,331 3,914 1,295,694 8,488 5,373 

苫 小 牧 市 169,028 -851 35 90,861 422 218 

厚 真 町 4,390 -41 6 2,127 2 6 

む か わ 町 7,552 -165 20 4,022 -71 33 

胆振地区合計 180,970 -1,057 61 97,010 353 257 

営業区域合計 2,619,244 -5,681 4,407 1,432,217 8,683 6,104 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和4年4月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,057 91,907 130 8,578 -91 2,155 

月間有効求職者数 683 92,225 2 288 30 5,080 

月間有効求人倍率 1.55 1.00 0.19 0.09 -0.21 -0.03 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和4年4月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 8 -8 -4 

(新ひだか町～広尾町) 令和4/4～令和4/4 累計 8 -8  

                                               (資料出所:各市町村) 

 

 



７ 

 

 
４ 企業倒産状況(令和4年4月)                                        

（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 0 0 -1 -920 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 -1 -920 
北 海 道 16 4,865 4 3,137   
全   国 486 31,253 9 -52,845   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和4年4月) 

位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

174,998 1.06 1.02 60,070 1.03 0.95 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                  （単位：枚、百万円、％） 

 4年4月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 107 -44.27 -37.43 

交換金額 157 -49.35 -50.47 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和4年4月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 6.8 2.5 246.4 1.6 3.2 131.1 

広   尾 7.3 13.0 246.5 2.1 11.7 135.6 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和4年4月) 

                                        （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 96,797 -0.7 46,742 4.7 143,539 1.0 

新ひだか町三石 16,457 -1.5 8,482 -0.3 24,939 -1.1 

浦 河 町 56,623 -3.8 22,421 -7.5 79,044 -4.9 

様 似 町 20,042 3.0 8,921 -3.3 28,963 1.0 

え り も 町 22,673 -3.7 9,324 -3.5 31,997 -3.6 

広 尾 町 30,707 -3.5 12,977 -4.3 43,684 -3.7 

(資料出所：各町) 

 



８ 

 

                      日高振興局からのお知らせ 

 

●『少年の主張』日高地区大会 
～各町を代表する中学生たちが集まり、自分達の思いを熱く語ります～ 

少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環境が大きく変化する現代社会に

あって、次代を担う少年には、心身ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立していけ

る、健やかな成長が求められています。 

そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理的に考える力や自らの

主張を正しく理解してもらう力などを身につけることが大切であるとされていることから、少年が

社会に向けての意見、未来への希望などを発表できる機会を設け、少年の健全育成及び非行防止に

対する道民の理解を深める契機となることを目的として開催しています。 

 

    ＊今年度は、コロナウイルス感染症の拡大 

    防止のため、ビデオ審査で実施予定です。 

 

■ お問い合わせ先 

北海道日高振興局保健環境部環境生活課 

道民生活係（電話：0146-22-9251） 

   

 

 

●『北海道みんなの日』 

～７月１７日は「北海道みんなの日」（愛称「道みんの日」）です～ 

７月１７日は、北海道の名付け親とされる松浦武四郎が、明治２年（1869年）、明治政府に大使

「北加伊道」という名称を提案した日です。 

松浦武四郎は、江戸時代の終わりから明治にかけて活躍した探検家で、６度に渡る蝦夷地（北海

道）の探検を通じて、アイヌの人々とも交流を深め、詳細な記録を数多く残しました。 

「道みんの日」は、北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇りに思う心を育み、より豊かな

北海道を築きあげることを期する日です。 

この日をきっかけに、北海道に愛着や誇りをもっていただき、北海道の魅力を発信する機会とし

ていただければ幸いです。 

 

なお、北海道では、毎年「道みんの日」を記念して様々な取組を行っています。詳しい取組内容

につきましては、順次、道のホームページに公開します。

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/ss/717/evemt.html） 

 

毎月第3日曜日は   

道民家庭の日 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31 の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83 の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35 の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31 の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


